

















































































  ３） 皮静脈の走行を合わせた模式図（シェー
マ）を作成した。





































は４ Type（I ～ IV）からなり、Type I は凸
部を末梢に向けた弓形をなすもの、Type II は















































2．足背静脈弓の走行パターン   
 三國ら 10）による足背静脈弓の走行パターンを用いて分類を行った（図 4）。走行パター
ンは 4 Type（I ～IV）からなり、Type I は凸部を末梢に向けた弓形をなすもの、Type II は
Type I より角形をなすもの、Type III は中間部が近位に向けて陥凹するもの、Type IV は二
重の弓形をなすものである。さらに、足背静脈弓から大・小伏在静脈への交通枝の出現頻
度を Type ごとに確認した。 
 その結果、Type I の出現頻度が最も高く、78 例中 49 例（62.8%）に認めた。Type II は
14 例（25%）、Type III は 8 例（10.3%）、Type IV は 7 例（9.0%）であった（図 5）。大・小
伏在静脈への交通枝は、Type IV では両方の静脈への交通枝を有している例が 70%以上だ
った。いずれの Type でも大伏在静脈の交通枝の出現率が小伏在静脈より高く、全体では大








表 1. 足背静脈弓の走行パターン・頻度と交通枝 (78 側) 
Type 出現頻度 (%) 交通枝 (%)※ 
  I 49 ( 62.8) 
大伏在静脈  34 (  69.4) 
小伏在静脈  20 (  40.8) 
  II   14 ( 17.9） 
大伏在静脈  9 (  64.3) 
小伏在静脈  5 (  35.7) 
  III     8 ( 10.3 ) 
大伏在静脈  5 (  62.5) 
小伏在静脈  4 (  50.0) 
  IV     7 (  9.0) 
大伏在静脈  5 (  71.4) 
小伏在静脈  5 (  71.4) 
  Total 78  (100.0） 
大伏在静脈  53 (  67.9) 
小伏在静脈  34 (  43.6) 




 三國ら 10）が行った献体 30 側における静脈弓の位置と外径について、生体における本調
査とを比較した（表 2）。静脈弓の位置はいずれも中央位が最も多かったが、生体では 73%
に対し、献体では 57%と低かった。近位はいずれも 20%程度で同様だが、遠位は生体で 5%
と低かった。遠位の頻度が生体での中央位の高い出現率に影響したと考えられる。皆川 15）
のリスフラン関節を基準とした分類によると、98 側中、近位なものが 9 例（9.2%）、中央








































３に示す。献体において Type I は12例（40%）
と最も頻度が高く、Type II、III、IV はいずれ
も20% 前後であった。本調査では、最も高い
頻度は Type I であり、献体と同様であったが、
その頻度は60% 以上と過半数を占めた。また


































表 2. 生体と献体の足背静脈弓の位置と外径の比較  
 
静脈弓の位置 (%) 静脈弓の外径 (%) 
近位 中央位 遠位 内側＞外側 内側＜外側 
生体（本調査） 17 (21.8) 57 (73.1) 4 ( 5.1)  72 (92.3) 6 ( 7.7) 
献体（三國ら）  6 (20.0) 17 (56.7) 7 (23.3) 28 (93.3) 2 ( 6.7) 
 
 スフラン関節の位置の静脈弓の内側、外側の外径について、三國らの献体にお
ける結果と本調査とを比較した。献体 30 側では、内側の平均値は 2.6±0.6 ㎜ 外側は 1.9
±0.5 ㎜であり、内側が外側より太い例が 28 側（93.3%）と大多数を占めた。本調査は写
真により解析を行ったため外径の計測は行わなかったが、内側が外側より太い例が 72 側
（92.3%）であり、献体と同様の結果を示した。皆川 15）による献体 168 側を用いた調査で
は、脛側縁（内側）が腓側縁（外側）より太いものが 163 例（97.0％）とその大半を占め、





 本調査では、三國ら 10）による足背静脈弓の走行パターン 4 Type（I ～IV）を用いた。こ
の走行パターン 4 Type は、皆川 15）による足背静脈弓の分類 6 型を基に分析することによ
り作成した。弓形・角型・陥凹・二重の弓形といった静脈弓の形態的特徴により 4 Type と
したものである。 
三國らによる献体と、本調査による生体との足背静脈弓の走行パターンを比較した結果
を表 3 に示す。献体において Type I は 12 例（40%）と最も頻度が高く、Type II、III、IV
はいずれも 20%前後であった。本調査では、最も高い頻度は Type I であり、献体と同様で
あったが、その頻度は 60%以上と過半数を占めた。また Type III、IV については、献体で
同 Type の半数の頻度であった。Type III は中間部が陥凹、Type IV は二重の弓形をなし、
弓形、角形よりも詳細な所見が必要である。静脈可視化装置による写真では、浅層は鮮明
に投影されるため弓形や角形のような形態は判別しやすいが、深層を含めた複雑な静脈走
⾲ ⏕య࡜⊩యࡢ㊊⫼㟼⬦ᘪࡢ఩⨨࡜እᚄࡢẚ㍑  
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表 3. 生体と献体の足背静脈弓の走行パターン、交通枝の比較  
Type 
出現頻度 (%) 交通枝 (%) 
生体 献体     生体 献体 
 I  49 ( 62.8) 12 ( 40.0) 
大伏在静脈  34 ( 69.4) 
小伏在静脈  20 ( 40.8) 
大伏在静脈   3 ( 25.0) 
小伏在静脈   2 ( 16.7) 
 II  14 ( 17.9） 7 ( 23.3） 
大伏在静脈  9 ( 64.3) 
小伏在静脈  5 ( 35.7) 
大伏在静脈   0  
小伏在静脈   5 ( 71.4) 
 III    8 ( 10.3) 6 ( 20.0) 
大伏在静脈  5 ( 62.5) 
小伏在静脈  4 ( 50.0) 
大伏在静脈   4( 66.7) 
小伏在静脈   4 ( 66.7) 
 IV  7 (  9.0) 5 ( 16.7) 
大伏在静脈  5 ( 71.4) 
小伏在静脈  5 ( 71.4) 
大伏在静脈   4 ( 80.0) 
小伏在静脈   2 ( 40.0) 
 計 78 ( 100.0) 30 (100.0) 
大伏在静脈  53 ( 67.9) 
小伏在静脈  34 ( 43.6) 
大伏在静脈  11 ( 36.7) 
小伏在静脈  13 ( 43.3) 
 ※交通枝の分母はそれぞれの type の例数を示す。 
 
 静脈弓からの交通枝の出現頻度を比較すると、献体では交通枝が最も多かったのは Type 
III で、大・小伏在静脈ともに 67%であった。次いで頻度が高かったのは Type IV で、大伏
在静脈 80%、小伏在静脈 40%であった。合計では大・小伏在静脈とも 40%前後の出現率と
なり大差はなかった。本調査では、交通枝が最も多かったのは Type IV、次いで Type III で
で、献体と近い結果が得られた。Type IV は二重の静脈弓からの分枝が多く、中でも表層










 さらに、浅足背上行静脈の出現率は、本調査では 45 側（57.7%）であった。筆者らの調
査によると、献体における浅足背上行静脈の出現率は現在までに 93 側中 47 側（50.5%）
に確認している。高橋 14）によると、浅足背上行静脈の出現率は 75.4%とされており、その





. と献体の足背静脈弓の走行パターン、交通枝の比較  
e 
出現頻度 (%) 交通枝 (%) 
生体 献体     生体 献体 
 I  49 ( 62.8) 12 ( 40.0) 
大伏在静脈  34 ( 69.4) 
小伏在静脈  20 ( 40.8) 
大伏在静脈   3 ( 25.0) 
小伏在静脈   2 ( 16.7) 
 II  14 ( 17.9） 7 ( 23.3） 
大伏在静脈  9 ( 64.3) 
小伏在静脈  5 ( 35.7) 
大伏在静脈   0  
小伏在静脈   5 ( 71.4) 
 III    8 ( 10.3) 6 ( 20.0) 
大伏在静脈  5 ( 62.5) 
小伏在静脈  4 ( 50.0) 
大伏在静脈   4( 66.7) 
小伏在静脈   4 ( 66.7) 
 IV  7 (  9.0) 5 ( 16.7) 
大伏在静脈  5 ( 71.4) 
小伏在静脈  5 ( 71.4) 
大伏在静脈   4 ( 80.0) 
小伏在静脈   2 ( 40.0) 
 計 78 ( 100.0) 30 (100.0) 
大伏在静脈  53 ( 67.9) 
小伏在静脈  34 ( 4 .6) 
大伏在静脈  11 ( 36.7) 
小伏在静脈  13 ( 43.3) 
 ※交通枝の分母はそれぞれの type の例数を示す。 
 
 静脈弓からの交通枝の出現頻度を比較すると、献体では交通枝が最も多かったのは Type 
III で、大・小伏在静脈ともに 67%であった。次いで頻度が高かったのは Type IV で、大伏
在静脈 80%、小伏 40%であった。合計では大・小伏在静脈とも 40%前後の出現率と
なり大差はなかった。本調査では、交通枝が最も多かったのは Type IV、次いで Type III で
で、献体と近い結果が得られた。Type IV は二重の静脈弓から 分枝が多く 中でも表層
を走行する静脈が多数出現する。Type III では献体 6 側の全例において、静脈弓の陥凹部よ
り大・小伏在静脈への交通枝が出現している。この交通枝は表層を走行する細い静脈の例








 さらに、浅足背上行静脈の出現率は、本調査では 45 側（57.7%）であった。筆者らの調
査によると、献体における浅足背上行静脈の出現率は現在までに 93 側中 47 側（50.5%）
に確認している。高橋 14）によると、浅足背上行静脈の出現率は 75.4%とされており、その
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図 5．足背静脈弓の 4 Type の写真 (生体) 
 



















        ※点線は足背静脈弓、実線は足背浅上行静脈を示す。 
